
４歳児クラス 1 月 第２回 「ころころころ」 

 
保…保育士 講…講師 ★…保育士が準備する教材 

 

シアタータイム 

導
入 

・保：「ころころころ」絵本を揺らしながら登場。 

・講：「なになになに？ころころころ…なんだか可愛いね。どんな

感じにころころするんだろう？読んでみようか？」等でシア

ターに繋げる。 

教材  

★絵本 

★iPad(シアターセット) 

読
み
方 

①「コロコロコロ…」「コロ！…コロコロコローー」と坂道を下るよ

うに、こぼれ落ちるように抑揚をつけたり、時にはゆっくり球の動

きに合わせて、子ども達も一緒に体現しながら読みすすめる。 

②次はどんな風に転がるのだろうと？とわくわくしながら読み進め

る。 

保育士の役割 

・会話をする 

・子どもの一員にな

りお話を聞く 

 

 

がくしゅうタイム 

活動① 
ね
ら
い 巧緻性 

指先を使い線をしっかり折りころころ板を作ること

が出来る 

 

設
問 

指先で台紙を折りセロハンテープで留めてころころ板を作りましょう 

つ
な
ぎ ・保：「ころころころ…やった！ゴール！！」遊びながら、提示用ころころ提示 

教材 

提示用ころころ 

ころころ台紙 

ゴールカード 

シール各 1枚 

アルミホイル 

セロハンテープ 活
動
内
容 

・講：「なんだか楽しそう！何してるの？」等でころころ板を受け取る。 

・どんな仕組みになっているか楽しそうに遊んで見せる。 

・講：「これ凄く楽しいよ！皆も遊んでみたい？」等でやりたい意欲を引き出す。 

・保：「ころころ板の材料はおはじき 7個と交換です。」 

数にﾁｬﾚﾝｼﾞ 多数のおはじきの中から「７個」数えて取り「ころころ台紙」と交換する。                             

・作り方を実際に見せてから子ども達も作らせる。（活動動画参照） 

・クラスや子により、１つ１つの工程ごとに進めても良い。 

・ゴールカードは子ども達が好きな所に付けても、事前に付けておいても良い。 

・出来た子から遊びながら皆が揃うまで待つ。 

・全員が出来た所で称賛し活動②へ… 

保育士の役割 

・ころころ提示 

・材料配布 

・子どものフォロー 

・称賛 

活動② 
ね
ら
い 思考力 

自分で考えた場所に壁を貼り、ころころボールでゴー

ルを目指す 

 
設
問 

ころころ板に自分で考えた場所に壁を貼り、ころころボールを転がしてゴール

を目指しましょう 

つ
な
ぎ ・講：「皆上手に作れたね」 

教材 

ころころカベ 

アルミホイルボール 

ビニール袋 

※弱両面テープ 
活
動
内
容 

・講：「この壁が動くと道が変わるの、気が付いていたかな？」等で、壁を動かして

違う道でゴールを目指すことが出来ることを伝える。 

・壁の場所・角度・枚数等を自分で考えながら貼ってボールを転がす。 

・壁の裏には弱両面テープなので貼ったり剥がしたり出来るが、弱両面テープが剥

がれやすいので、予備（※）を準備しておく。 

・時間があれば自分で考えたころころ板を発表する。 

・引き続き保育や家庭でも遊ぶことを約束し称賛して終了する。 

保育士の役割 

・一緒に遊ぶ 

・子どものフォロー 

・称賛 

 

 

 



数チャレ 
ね
ら
い 数 ７個の操作が出来る 

教材 

おはじき 

皿 設
問 

おはじきを「７個」取り、ころころ台紙と交換しましょう 

活
動
内
容 

※＜活動①＞の中で実施します。 

保育士の役割 

・子どものフォロー 

・称賛 

 

■出来たかな表 

【活動内容】 【ポイント】 

シアター 子ども達が飽きることの無いよう読み進められたか 

活動① 巧緻性 制作の指示を的確に行えたか 

活動② 思考力 工夫の仕方を個別対応でも行ったか 

数チャレ クラスの状況に合わせた数の用意を行ったか 

 


